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 要  旨 
＜目的＞ 
 プリンヌクレオチド生合成系は 5-ホスホリボシルピロリ
ン酸（PRPP）を出発物質として、イノシン酸（IMP）を
経由し、アデニル酸（AMP）とグアニル酸（GMP）を合
成する全部で 14 の反応からなる。6 番目の反応（AIR から
CAIR への転換）には、生物種による違いが見られる。ひ
とつは ClassⅡ PurE (AIR carboxylase)のみに触媒される
一段階反応である。これは高等真核生物や一部の古細菌に
見られる。もうひとつは PurK (N5-CAIR synthetase) と
ClassⅠ PurE (N5-CAIR mutase)を利用した二段階反応 
であり、これは真正細菌などに広く見られる（図 1）。 
PurK は、ATP と HCO3-を用いて AIR を N5－CAIR に転換する反応を触媒する。本研究では好
熱性古細菌 Sulfolobus tokodaii strain7 由来の PurK（StPurK）および PurE（StPurE）を用い
て、PurK・PurE の複合体の立体構造を解明し、すでに構造が解明されている他生物種の PurK
およびプリンヌクレオチド生合成系内の類似反応を触媒する PurD、PurT、PurN との構造比較
を行うことを目的とする。 
＜方法・結果＞ 
 精製した StPurK、StPurE タンパク質と ATP アナログで
ある AMP-PNP を混合し、ハンギングドロップ蒸気拡散法
により結晶化を行った。SPring-8 の BL38B1 にて回折デー
タの測定を行い、最大分解能 2.0Åで回折データを取得した。
HKL2000, CCP4 でデータ処理を行い、CNS, XtalView で
Thermus thermophilus HB8 PurK をモデルに用いて分子
置換、構造精密化を行った。その結果、決定した構造中には
StPurK だけで、StPurE は含まれていなかった（図 2）。 
また、結晶構造中には AMP-PNP、マグネシウムイオン、硫
酸イオン、酢酸イオンが含まれていた。 
 
図 1. プリンヌクレオチド生合成系
の 6 番目の反応 
図 2. StPurK の立体構造 
